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3

1 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学校・家庭・地域が連携し、総合的な教育支援を推進する

学校支援地域本部事業の推進

活動内容

　市内の全小中学校を対象として、学校で必要とする活動と地域住民の知識と経験をマッチン
グさせ、地域の方々をボランティアとして派遣するなど、地域の教育力を学校教育へ活用する
ものであり、より効果的な学校運営を支援するとともに、地域ぐるみで子どもをはぐくむ環境の
整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　県教育委員会主催の研修会等に積極的な参加を要請するほか、２月には学校・家庭・地域
の連携促進を目的とした研修会を開催し、コーディネーターの資質向上を図った。
　また、各学校とも限られた予算の範囲内で地域の方々を講師に迎えた学習活動や事業イベ
ントが実施され、子どもたちの社会性や将来の夢をはぐくむとともに、子どもたちが地域とのつ
ながりをもち、安心して学べる環境づくりの推進が図られた。

課題等

　常に新たな人材発掘、新たな事業を進めていくため、各学校の行事や取
り組みを参考にできるよう、コーディネーター同士の連携強化を図る必要が
ある。

　予算を確保しながら、ぜひとも継続し、地域ぐるみで子どもをはぐくむ環境を整備していただ
きたい。

放課後児童健全育成事業及び放課後子ども教室推進事業並びにわくわく土曜教室推進事業の実施

活動内容

　放課後児童を対象として、「安全･安心」を第一に充実した放課後を過ごせる場を提供するこ
とを目的とし、「放課後児童クラブ」については、未実施の矢立小学校について、２８年度実施
に向け、２７年度は施設整備を行う。さらに、土曜日等の支援として体験活動や学習機会を提
供する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　学校の余裕教室を利用し開設予定の城南第二児童仲良しクラブ・矢立キラキラクラブは工事
完了により予定通り４月１日開設となる。これにより、全学区での放課後児童クラブが開設され
る運びとなった。また、今年もスポーツ交流会やドッジボール大会も盛況に行われ、他校の児
童やクラブ支援員との交流が図られた。支援員の資質向上を目的として毎月行われている研
修会も、多彩なメニューで学習し、子どもたちの安全・安心な居場所づくりのために、スキル
アップを図った。

課題等

　放課後児童総合プランが国から示され、放課後児童クラブと放課後子ども
教室の一体化が望まれているが、当市の場合は直営、委託、指定管理とさ
まざまな形態で実施されており、それぞれ地域性を考慮して対応していか
なければならない。
　また、ＡＤＨＤなどの障害児に対する支援についても、職員体制などの課
題はあるが、計画的に増員しながら、事故・怪我のないように努めていかな
ければならない。

　お金がかかる事業で大変だが、就労している親にとってはありがたい事業。ぜひ頑張って継
続していただきたい。
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3

1 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学校・家庭・地域が連携し、総合的な教育支援を推進する

家庭教育の充実

活動内容

　家庭教育推進事業の一環として、市内幼稚園、保育園、小中学校を対象に「子育て講座（４
０講座）」を開催する。また、「おしゃべり広場ひだまり」は子育てサポーターと連携し、子育て中
の親を対象に育児の悩みや不安の解消を図る。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　今年度は、大町商店会振興組合の協力により、ハチ公小径を会場に、「おしゃべりひろばひ
だまり」を２度開催。子育て親子やその家族が集まり、イベントや交流を楽しんだ。今年度は、
地域で活動している講師の講座やコンサートを行うことで、家族交流を深めることができた。し
かし、子育てサポーターからは、参加人数が少なくても、来た方の気持ちにそって、受け止め
る雰囲気づくりの大切さが反省として出された。

課題等

・子育てサポーターの減少により、県の養成講座受講者を募り、人材の育成
を強化。
・子育てサポーターの研修のために、土日開催の「おしゃべりひろばひだま
り」を企画開催する。
・家庭教育推進チームに子育てグループを２チームを増やし４チームとし、
子育て親子目線でニーズに合ったイベントや講座を企画する。
・社会教育の観点から、子育て中の親のみならず、地域のさまざまな年齢層
が参加できる家庭教育を目指す。

　大変いい事業。いろいろな工夫を加えながら、ぜひ頑張って継続していただきたい。

達人講座の継続実施

活動内容

　地域のサークル等の講師（達人）が、小中学生（親子含む）を対象にボランティアで講座を開
設し、18講座を実施する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　平成20年度で委託事業が終了した後も、地域の達人の厚意によりボランティアで実施してい
る。昨年度より１講座減（取消４講座、新規３講座）で小学生202人、保護者98人が参加した。
茶道とポーセラーツ、曲げわっぱの受講者は生涯学習フェスティバルで活動披露の場を設け
ることができ、子どもたちの励みになったと考えられる。

課題等

　引き続き、地域の教育力を生かして子どもたちへの体験活動を継続させ
ていきたい。

　引き受けてくれる人が増えればありがたい。ぜひ継続していただきたい。
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3

1 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学校・家庭・地域が連携し、総合的な教育支援を推進する

音楽療法士派遣事業

活動内容

　継続事業として、小中学校からの派遣依頼を受け、特別支援学級在籍児童生徒に対し音
楽療法を実施し、児童生徒の情緒の安定を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　今年度も要請のあった市内４小学校・１中学校の特別支援学級を対象に全24回の派遣を
実施した。派遣する音楽療法士と学校の先生が協力して音楽学習等の活動を行い、児童生
徒の精神的な安定と他人とのコミュニケーション能力の向上に努めることができた。

課題等

　新たに派遣を希望する学校や派遣回数の増加を希望する学校が増えて
いる中、年々予算の縮小化が進められ、必要な派遣回数分の予算を確保
できない状態にあり、現状では音楽療法士と協議することで派遣回数を調
整している。

　音楽療法は、情緒不安のある子にはとてもいいもの。子どもたちのためにできる限り継続し
ていただきたい。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　

課題等
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3

2 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進に努める

青少年健全育成活動の充実

活動内容

　青少年健全育成推進方針を策定し、関係機関と連携を図りながらさまざまな活動を実施
し、青少年健全育成に対する市民の意識高揚と青少年健全育成のための環境整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　７月開催の「青少年を非行から守る市民のつどい」を重点事業として、関係機関・団体と連
携して開催し、市民の意識高揚に努めた。また、桂城公園の集会と街頭パレードの終了後に
は、中央公民館を会場に防犯文集「和気」に入選した中学生から受賞作文を朗読発表しても
らうことで、活動に携わる方々のさらなる意欲向上につなげることができた。

課題等

　各機関・団体の活動・取り組みにより大館市では非行・不登校の児童生
徒は減少しているが、近年の急速なソーシャル・ネットワーキング・サービス
（ＳＮＳ）の普及によって青少年を取り巻く環境が複雑化しており、今後はそ
れに対応した活動も必要となっている。

　警察ではＳＮＳの犯罪対策のノウハウを持っている。ＳＮＳがらみの犯罪は、専門知識がな
いと対応できない。青少年が巻き込まれる犯罪も多くなってきているので、ぜひ事業を継続し
ていただきたい。

少年相談センターの活動の充実

活動内容

　青少年が抱える悩みや問題を解決するための相談活動や補導員による巡回活動のほか、
関係機関・団体・学校等と連携したさまざまな活動を行うことにより、青少年の健全育成を図
る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　センターにおける相談活動のほか、補導員の街頭パトロールや学校の生徒指導主事との
合同巡視による青少年健全育成のための環境浄化。また、関係機関・団体との連携を図りな
がら、学校教育現場に限らず保護者や青少年の抱える問題の解決に努めている。

課題等

　年々、電話や来所による相談件数が増加傾向にあり、問題解決のために
も引き続き関係機関等との連携を密にする。

　現所長は、うってつけの人と思って見ていた。彼が所長になってから、各小中学校の指導
担当との連携が密になった。現所長が辞めると言わない限り、ぜひ彼に継続してやっていた
だければありがたい。
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３－２－２

3

2 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進に努める

関係機関への支援

活動内容

　青少年育成大館市民会議、大館市子ども会育成連合会、大館地区少年保護育成委員会
など、青少年健全育成関係団体に活動費の補助や活動支援を行うことにより、地域の青少
年健全育成活動の充実を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　上記のほかに、ボーイスカウト秋田第４団など、社会教育にかかわる団体へ補助金を交付
し、活動費の補助を行ったほか、事務的な面でも活動を支援している。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で補助金を交付し、連絡を密にして活動内容
の把握に努め支援を継続する。

　会員の方々は、頑張っている。ぜひ支援を継続していただければありがたい。

公民館事業への青少年の参加促進

活動内容

　各公民館が、小・中・高校生を対象とした事業を、学校休業日を利用して開催し、参加を促
進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各公民館で、小中学生を対象とした事業を夏季・冬季の休み中や日曜日等に実施してい
る。内容は将棋・囲碁教室や野球大会、職場見学、書初めなど。高校生にはボランティアとし
ての参加を要請し、年少者のサポートをお願いしている。年少者は高校生との活動を喜び、
高校生も充実感があるように感じる。また、25年度から活動している高校生ボランティア
HACHIも、駅ONE(あおぞらいち)に参加したり、他市の高校生の活動を見学・交流し、地域の
まちづくり参加者からも注目されている。

課題等

　参加者が固定されると同時に減少に向かう傾向も懸念されるので、新し
い事業を取り入れながら、新規参加者が年々増加するように配慮したい。

　「HACHI」の活動には期待されるところが大きい。活動を縮小させることがないよう、ユニ
フォームを備える等、仲間意識を高める工夫などをし、活動をますます発展させていただきた
い。
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3

3 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

社会教育委員の活動の充実

活動内容

　生涯学習推進計画や社会教育推進計画等、社会教育推進のための基本方針や重点施策
を策定し、教育委員会点検・評価に対する必要な意見・提言を行い、社会教育活動の推進を
図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　教育委員との合同学校訪問、北教育事務所主催の学校訪問へ参加。各校が取り組むふる
さとキャリア教育の実績・効果等を再確認し、各種会合等で当市のふるさとキャリア教育を発
信するなど社会教育委員活動につなげている。また、今年度は第５次大館市社会教育中期
計画の最終年度であることから、全委員が策定委員となり、生涯学習の成果をふるさとキャリ
ア教育やまちづくりに生かすべく第６次大館市社会教育中期計画を策定した。

課題等

　ふるさとキャリア教育や学校と地域のつながりの中に、社会教育委員とし
ていかに関わっていくかを探り、見える活動を展開していきたい。

　中期計画があるとないとでは大きく違う。計画があれば社会教育委員も仕事がしやすい。ぜ
ひ継続していただきたい。

生涯学習推進体制の充実

活動内容

　生涯学習に関する市民の意見・要望を反映させるため、関係相互団体と連携し、生涯学習
推進協議会において協議するとともに、地域において学習活動を奨励するため、学習奨励
員の自己研鑽と活動の充実を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　生涯学習推進協議会については、７月30日に協議会を開催。平成27年度生涯学習推進計
画、社会教育中期計画・単年度計画を案件とし、各委員からさまざまな意見等が出された。ま
た、生涯学習奨励員については、個人の活動のほか、総会及び自主研修会の開催、生涯学
習フェスティバルへの協力、被災地支援・交流事業への参加、県及び北鹿地区総会・北鹿地
区研修会への参加などの活動を行った。

課題等

　生涯学習奨励員の活動について、会議や研修会等各活動への参加者
の固定化が見られる。より多くの奨励員が参加できるよう、参加しやすい日
程等の方策の検討が求められる。

　生涯学習奨励員は、大事な役目を担っている。ぜひ活動の継続をしていただきたい。
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3

3 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

人材リスト「おおだて人財名簿」の充実と活用

活動内容

　高等教育機関（大学、短大）や学校ボランティア、公民館等からの新規人材を発掘し、特技
や知識を持つ市民を「人財」として募集・登録し、学校や公民館などさまざまな学習活動の場
で活用を促す環境の整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　23年度から加除式にしたため事務局の負担は減少している。今後も各団体等へ登録者の
募集や名簿の活用を呼びかけながら一層の充実を図る必要がある。28年３月末時点で144
人、11団体が登録している。

課題等

　毎年新規登録はあるものの、それ以上に高齢化による登録取消希望者
が増えつつある。事業を周知し新規人財の発掘に努めるとともに、学校や
公民館など関係機関への紹介に力を入れていかなければならない。また、
登録者同士が情報交換できる場の設定や活動実績の紹介が求められて
いる。

　難しいかもしれないが、人財の活動実績を紹介する場をつくっていただきたい。人も増えれ
ばいい。

「大館市出前講座」の充実と活用

活動内容

　市民の自主的な学習活動を支援するため、市の制度や事業等について市職員が出向い
て説明を行う「出前講座（４６講座）」を実施する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　27年度は、91件3、405人が受講した。今年度は新たに消費者トラブルへの対応について・
知ろう！防ごう！気になる高血圧・歴史まちづくり法を活用しふる里の良さを再発見しよう・ふ
るさと歴史講座「大館の城下町」・ふるさと歴史講座「羽州街道」の５講座を追加し、受講者は
昨年を上回っている。また、メニュー提供課の熱意と工夫により、市民の学習ニーズを満たす
ことに一定の役割を買っている。

課題等

　引き続き市民の学習要望に応えていくとともに、今後も市民の学習活動
や市の情報提供に活用されるような講座の提供に努めていく。

　個人的にすごく気に入っている。市民に直接かかわる職員が出向いてくれる。ぜひ継続し
ていただきたい。
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3

3 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

⑥ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

「生涯学習フェスティバル」の実施

活動内容

　社会教育施設・各種機関・団体等に協賛・参加を呼びかけ、生涯学習に関する実践活動の
発表の場や理解する機会を提供し、市民一人一人の生涯学習への意欲を高める。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各社会教育施設、各種機関・団体等の協賛イベントのほか、工業高校や達人講座、生涯学
習奨励員、子育てグループ等の協力を得て、企画展やものづくり体験コーナー、珈琲講座や
読み聞かせセミナーなど内容の充実を図り、広く市民が生涯学習に触れる機会とした。
　また、第25回開催を記念してオリンピックメダリスト武田美保氏による講演会を開催し、市民
の生涯学習に対する啓発を図った。

課題等

　９月・10月を生涯学習推進月間として、９月下旬にメーン開催日を設定し
ているが、敬老会・きりたんぽ祭・産業祭など各イベントと重複する場合が
あるため、効果的な開催となるよう各イベントとの調整を図っていく。

　効果的な開催となるよう、全部局で開催日程の調整をしながら継続していただきたい。

「大学公開講座」の実施

活動内容

　市民の多様化・高度化した学習要望に応えるため、地域の高等教育機関との連携による公
開講座を開催する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　第21回となる「大学公開講座」を秋田看護福祉大学の協力のもと７/1～3の日程で開催し、
秋田看護福祉大学の教授陣に各専門分野についてわかりやすく講義していただいた。今年
度は、生涯学習課の家庭教育事業の紹介も行った。チラシ配布のほかに、前々年度、前年
度参加者や参加テーマに関係する施設や団体への案内を行ったことから、過去最高の受講
者となった。

課題等

　大学側では講師の選定やテーマに苦慮しているようであるが、健康面の
テーマだけではなく、ボランティア活動や福祉など、市民に関心ある内容を
テーマとして今後も開催することが必要である。また、学生を含め、より多く
の市民の参加が得られるようさらなる検討が必要である。

　大学の地元への貢献は、大変ありがたい。ぜひ継続していただきたい。
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3

3 担当課（館）

⑦ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

⑧ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用に努める

高齢化社会に対応した生涯学習の充実

活動内容

　公民館サークル活動等の学習成果を生かす場の拡充や、高齢者の豊かな体験・知識・技
術・特技を生かす場を充実させる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各公民館とも高齢者学級の育成・強化に力を入れ、公民館まつりや地区文化祭などで発表
の場を設けている。また、各地区のサークル活動でも高齢者が活躍する場面が多い。このよう
な状況から、高齢者の学習意欲を高めることに配慮することは勿論のこと、中央公民館で小
中学生の書初めの指導を高齢者にお願いしているように、地区公民館でも世代間交流を兼
ねた同様の催しを行っている。

課題等

　中央公民館では、各地区公民館の高齢者学級に籍を置いている利用者
も多いので、他施設の活動日と日程が重なることもあって、作品展示参加
者が減少する傾向があるが、利用者の意見を聞きながら、来場の興味を引
くような企画を立てて、環境を整えていきたい。

　高齢化社会に向かって、ますます高齢者が増加しつつあり、特に団塊の世代により急激に
増えた分、高齢者が活躍する場面を構築することは急務だと思う。世代間交流を進めること
は、現在の子どもたちや若い世代がやがて迎えるであろう、自分たちが高齢者になったとき
のことを考えるうえでも大変意義のあることだと思う。

公民館事業の充実と参加促進

活動内容

　公民館の各種事業の内容を充実させ、魅力ある講座を開催する。さらに参加者の動向をみ
ながらレベルアップを図ることで、活発な公民館活動を展開する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　個別の事業が終了後、アンケートを取るなどして、参加者の意向に沿うよう努力している。今
後もそういうものを生かして、事業を展開していきいたい。

課題等

　事業内容がマンネリ化しないように、民間の出前講座やNPOも利用しな
がら、開設している講座を充実させていきたい。

　人が集まらなくなったから(事業を)やめるということは簡単だが、それでは公民館としての存
在意義がない。自分から参加したいと思ってもらえるような魅力のある事業を企画していただ
きたい。
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3

4 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

地域や団体等の活動の促進及び支援に努める

地域活動団体への支援

活動内容

　大館市連合婦人会等、地域活動団体への補助・活動支援を行うことにより、地域活動の活
性化を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　補助金は、市の予算の範囲内での交付であり、事業費の一部の助成ではあるが、各団体と
も活動内容を工夫し、衰退しないよう努力している。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で補助金を交付し、活動の支援をする。

　活動している人たちにとって、補助があるのはありがたいこと。今後も予算を確保し、支援を
継続していただきたい。

地区住民や関係団体との連携強化

活動内容

　地域コミュニティ活動を支えるため、関係団体・関係機関と情報交換を行い、さまざまな角
度から支援を行う。また、その活動の様子を関係団体等に紹介することで連携を強化する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　地区公民館では地域の協議会や地元の婦人会と共催で事業を行うことが多いので、そう
いった団体の行事にも応援として手伝うことも多い。物品の調達では各公民館が協力し合っ
たり、関係各機関や地元の団体の応援を得ることもある。

課題等

　地域活動に公民館が協力することはいうまでもなく、他にも自然災害が
多発している昨今、地域住民の避難施設としての役割を担う場合もあるの
で、少ない職員数で避難所として機能するためには、地区住民との連携は
欠くことができないため、よりよい協力関係を築くよう努力していきたい。

　地域の代表としての公民館長の役割は、周囲からも期待されていることと思う。その期待に
十二分に応えられるように、公民館職員が充分にサポートすることが肝要かと思う。
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3

4 担当課（館）

③ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

地域や団体等の活動の促進及び支援に努める

地域コミュニティ作りに向けた支援体制の強化

活動内容

　地域のコミュニティ活動拠点として、地区公民館の環境整備を行う。また、地区の特色ある
事業の支援を行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　下川沿公民館は27年２月に完成し、新館で業務が開始されている。より良い活動環境を提
供するために、28年度には長木公民館の改築と矢立公民館の移転の事業が行われる予定
である。施設の環境整備は徐々に進んでおり、今後も地元の要望を受け入れながら、古いも
のから整備をしていくことで、積極的な公民館利用を図りたい。

課題等

　より広い施設や設備を整備し、さらに積極的に利用されるような取り組み
が必要である。

　学社連携ということが言われて久しいが、今一つ噛み合わないところもあると思う。特に、互
いの施設を利用し合うという部分が足りていないのではないだろうか。お互いに胸襟を開いて
もっと利用し合うことこそ、地域住民のためにも一番よいのではないだろうか。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等
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3

5 担当課（館）

① 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

高校生・青年層の生涯学習ボランティア活動を推進する

高校生・青年層対象の生涯学習ボランティア養成講座の実施

活動内容

　高校生や若い世代に公民館活動の紹介と生涯学習ボランティア活動を体験してもらい、公
民館の積極的な活用を促進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　25年度から活動している、全国公民館大会で事例発表も行った、高校生まちづくり会議
「HACHI」の活動は現在も目覚ましいものがある。国からの補助金は26年度までで、27年度
からは市単独の予算となったため、活動の継続に支障をきたすかと思われたが、新たな企画
を打ち出すなどかえって活発化している。市のイベントにもボランティアとして積極的に参加
し、自ら企画した事業を地域行事の中で実施したりしている。

課題等

　高校の学校行事の時期など、どうしても活動参加者が少ない時期もある
が、卒業生にも参加を呼びかけ、活動の幅を広げていきたい。また、小・中
学生にも「HACHI」の活動を紹介して参加を呼びかけ、活動の継続を図っ
ていきたい。

　「HACHI」の活動には目覚ましいものがある。学校行事との関係で活動が制約される部分も
あると思うが、学校関係者等と連絡を密にして、ますます活動されることを期待する。

ふるさと元気づくりパワーアップ事業の実施

活動内容

　被災地での活動を継続することにより、高校生等の地域貢献の意欲向上に繋げ、地元での
活動の充実を図る。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　国の委託事業として「ふるさと元気づくりパワーアップ事業」を継続実施。事業の主旨は変
わっていないが、大館市のさまざまな学校・団体・個人をプラットフォームと捉え、気仙沼の交
流メニューに厚みが出た。気仙沼市の親子や地域の方々、大館市のキャリアボランティアで
募集した中学生・高校生・大学生の参加人数が増加した。気仙沼サイド、大館サイドも講座
やメニューで交流を深め、お互いの“元気”につながった。

課題等

　出前交流in気仙沼にキャリアボランティアで参加した中学生・高校生・大
学生の声を市民に向けて発表する機会を設ける。
　大館市開催の12回の「おしゃべりひろばひだまり」に出前交流in気仙沼
での交流経験を生かせるように中学生・高校生・大学生の参加を呼びか
け、乳幼児に接する機会となるよう、またイベントに中学生・高校生・大学生
の声を企画に生かす。

　中学生・高校生・大学生といった若者をターゲットにしていて、ひとづくり・まちづくりにつな
がるいい事業。ぜひ継続していただきたい。

- ２７ -
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3

6 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「生涯読書」の推進と充実に努める

図書館運営に関する進行管理

活動内容

　指定管理制度による図書館運営について、指定管理者の提案書に基づく適正な運営に対
する必要な支援と指導を行い、図書館サービスの向上を図り「生涯読書」を推進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　月次会議を継続し、図書館運営の把握に努めている。また、指定管理２年目にあたり、さら
なる事業及びサービスの充実を図り、ホームページ等情報発信に努めたことから、利用拡大
につながっている。今年度も意欲的に事業に取り組んでおり、「図書館でホッとタイム」等外部
連携による新規事業を展開し、貸出冊数を３冊から５冊まで増やすなど、利用者サービス向
上に努めている。
　また、図書館増改築工事も始まり、駐車場も拡張され、ここ数年来の問題解消となる。

課題等

　松下村塾移設部分と増築部分をより有効に活用し、さらに魅力ある市民
に親しまれる図書館運営ができるよう、指定管理者への要望には協議しな
がら支援していきたい。

　図書館と学校がタイアップしてやっていければ、さらに魅力ある市民に親しまれる図書館運
営ができるのではないか。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

- ２８ -
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3

7 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承に努める

芸術文化団体への支援

活動内容

　大館市芸術文化連盟や比内芸術文化協会、田代地区芸術文化協会等、芸術文化団体に
対し補助を行うことにより、地域の伝統文化や伝統芸能の活動を支援する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の予算の範囲内での補助金交付を行っているが、各団体では補助金を活用しそれぞれ
の活動内容を工夫して運営しているものと思われる。

課題等

　各団体とも伝統文化・芸能の保存、継承に積極的に取り組んでいるの
で、財政面や事務的な面でも支援していきたい。

　活動している人たちにとって、少しでも補助・支援があるのはありがたいこと。支援を継続し
ていただきたい。

芸術文化に関する事業の積極的な周知・活用

活動内容

　文化庁などが所管する各種事業等を関係団体や文化施設・学校等に積極的に周知・活用
することにより、地域における芸術文化体験の機会を提供する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　関係団体や学校等に対して事業の周知を図り、文化庁「伝統文化親子教室事業」２団体、
「あきたの子ども文化体験促進事業」２校、文化庁「文化芸術による子供の育成事業」１校など
の事業を実施または申請した。子どもたちには質の高い芸術活動を身近に感じることで、豊
かな創造力・想像力を養う機会を提供した。

課題等

　他の事業に関しても自己負担が発生するケースが多いため、活用を断
念する学校等もあるかと思う。市の財政的にも難しいが、活用を促せるよう
学校等への申請支援について強化する必要がある。

　子どもたちは本物に触れられる機会を楽しみにしている。継続して事業の活用を促していた
だきたい。

- ２９ -
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7 担当課（館）

③ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承に努める

生涯学習フェスティバル・文化祭を通じた芸術文化の振興

活動内容

　生涯学習フェステバルや文化祭等において、関連サークル等へ活動や発表の場の提供や
支援をする。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　さまざまな見ごたえのある作品展示や体験コーナーもあり、毎年見学することを楽しみにし
ている市民もいるのが生涯学習フェステバル。サークル会員も、その時期に合わせて作品を
完成させるよう計画して活動していて、会員の大きな励みにもなっている。

課題等

　たくさんの市民が見学に訪れるため、駐車場不足の解消は以前からの課
題であり、いろいろと対策を講じてきた。今後もより一層、駐車スペースの
確保に努め、市民がより楽しく参加できるよう考えていきたい。

　例年の生涯学習フェスティバルは、参加するサークル会員等はもちろん、見学する市民も
大変楽しみにしている。学校等関係機関と連携を図って、出品・出展の幅を広めるとともに、
例年懸案となっている駐車場の問題にも取り組んでほしい。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

- ３０ -
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3

8 担当課（館）

① 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

女性及び年少労働者の福祉の推進に努める

女性活動の充実

活動内容

　一般教養、職業生活技術及び家庭生活技術に関する講習会開催、また、職業生活及び家
庭生活に関する相談及び指導を関係機関と連携を図りながら対応し、さまざまな活動を実施
し、女性の保護及び福祉の増進に向けた環境整備を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　中央公民館や地区館においても、サークル活動や公民館を利活用したさまざまな活動にお
ける女性の比率は高い。その名も「女の教室」というものもあります。こういった女性のパワーを
結集して、各地区公民館等では家庭生活技術に関する講習会を開催したり、家庭生活におけ
る相談及び指導を行ったりしている。こういった活動を実施することにより、女性の保護及び福
祉の増進に向けた環境整備を図っている。

課題等

　主婦層にとっては、家事に拘束される時間の制約があるため、それ以外
の時間を少しでも利用できるようにする工夫が必要。

　働く女性、家庭を持つ女性のニーズに応たえるのはなかなか大変なことだと思う。特に主婦
層は自分の時間というものが限られるだけに、その期待に沿うのは難しいと思う。これまでよく
やられていると思うので、今後も頑張っていただきたい。

年少労働者の活動の充実

活動内容

　一般教養及び実務教育に関する講演会・講習会の開催、グループ活動に必要な講習室、
集会室等の施設利用を促進させることにより、青少年の健全育成及び福祉増進を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　青少年の健全育成及び福祉増進を図るという点では、中央公民館では小学生には「わんぱ
くスクール」を通じて、また、高校生には高校生まちづくりボランティア「HACHI」を通じて、講演
会・講習会の開催やグループ活動に必要な講習室・集会室等の施設利用を促進させている。
しかし、年少労働者に限ってみると利用者も少なく、まだまだ利活用の呼びかけが必要だと思
う。パソコン講座でも就労を目指す若年層の参加も期待しているが、今のところはもっと上の世
代層に限られている。

課題等

　年少労働者の利活用を促進させるためには、彼らを対象としたイベントや
活動を企画することも必要かと思う。パソコン講座でもハローワークの協力で
就労予定の受講者には少しでも有利になるようになったので、その層の参
加者の増加を目指して広報活動等に力を入れる。

　年少労働者の利用が少ないのは、今の時勢ではある意味仕方がない。娯楽の種類は無数
にある。かといって、人が集まらないからやめるということではなく、どうすれば集まるかという工
夫こそ必要だと思う。同世代の職員等の意見を最大限に生かすような企画が望まれる。

- ３１ -
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9 担当課（館）

① 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充に努める

ニホンザリガニ生息地の緊急調査事業を行う

活動内容

　専門家による組織を立ち上げ、天然記念物指定地の状況を調査し、今後の取り組み方法
を模索する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　調査２年目の調査では、指定地水系で生体を確認することができたことが最大の成果であ
る。DNAの調査も進行中で、これらの結果から、大館のザリガニの姿が見えてくると思われる。
来年度は、生体を確認できた箇所の上流部を調査する見込みも付き、ようやく３年間の調査
結果を取りまとめる段階を迎える。天然記念物のザリガニ指定地を復元するための方向性に
結びつくものと考える。

課題等

　次年度の調査では、周辺の地権者、住民の理解を得ながら進めることが
第一と考えている。また、ニホンザリガニは特殊な環境に生きている比較的
弱い生物なので、調査による圧力が大きく影響するため、調査によって生
体の減少や絶滅につながらないように相当に気を使う必要がある。３年間
の調査結果を報告書にまとめることが最終段階となるが、その中で将来の
増殖や定着に結びつくような結論が望ましい。

　稀少な生物の調査や回復は難しい部分もあると思うが、天然記念物の復活まで、将来につ
ながるような取り組みをお願いしたい。

市内遺跡発掘調査及び記録・出土品整理

活動内容

　特に(市)新庁舎建設に伴う予定地については、全体のスケジュールを把握し、庁舎建設推
進室をはじめ、関係部局と連携をとりながら、可能な限り試掘、確認調査を行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　不足となっていた箇所の試掘を行い、庁舎建設推進室と協議を重ね、次年度の計画を調
整することができた。庁舎の計画が未だ具体化していないため、確認調査を行うことはできな
かったが、いよいよ次年度から本調査に取り組むことになる。

課題等

　対象面積が広く事業量が多いため、人的な体制には未だ不安がある。
庁舎建設計画は、最終年度が決まっているため、発掘調査が後年度にず
れ込まないように、特に初年度はできるだけ多くの面積を発掘できるように
最大限の取り組みをする必要がある。正職員、嘱託職員、作業員の確保
に最大限の努力をする必要がある。

　調査に必要な専門的な人材を確保し、貴重な文化財の記録を確実に残すとともに、市民に
還元できるような取り組みを期待する。

- ３２ -



３－９－２

3

9 担当課（館）

③ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 郷土博物館

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充に努める

ホームページを活用した効果的な情報発信

活動内容

　博物館、関連施設の情報を広く発信するとともに、出前講座等で生涯学習分野にも有効な
活用を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　特別展や企画展等の情報や、研究成果の結果等ホームページを通じて情報発信すること
ができた。また、ツイッターを活用するなど、即時性のある情報発信の回数も多くなっている。

課題等

　ホームページの情報量が相当に多いため、目的の情報にたどり着けない
ようなことも多いようだ。今後は、利用者が必要な情報にたどり着きやすい
ような方法を考える必要がある。一つの方策として、小学校の教職員、子ど
もたちが活用しやすいように、利用者向けガイドなど、試作したものを活用
してみる必要がある。

　確かに小学生がホームページで必要な情報までたどり着くのは難しいかもしれない。ユー
ザー層に合わせた利用者ガイドなど、活用方法を広げることも継続して考えていただきたい。

展示替えと企画（特別）展の開催強化

活動内容

　今年は懸案となっていた「清澄コレクション展」を開催するとともに、昨年に引き続き県立博
物館や埋蔵文化財センター等に働きかけて、特別展を開催する。展示替えも随時対応する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　清澄コレクション展は、前期・後期に分けて開催することができた。入場者数は1,221人（前
期548人、後期673人）と、決して多くはないが、今後も寄贈を受けたコレクションを展示する機
会を作りたい。埋蔵文化財センター等の協力を得て特別展も開催し、特に後半「片貝家ノ下
遺跡」で発見された埋没建物跡のニュースもあり、写真展、講演会などが活発に開かれた。

課題等

　田中氏の清澄コレクションは今後も増える見込みで、２、３年後には戸嶋
靖昌展を開催したい意向があるようなので、実現に向けて取り組む必要が
ある。また、こうした貴重な美術品等を収蔵できるスペースが不足している
ことから、将来的な方向性を考える必要がある。

　清澄画廊のコレクション展は、一区切りだと思うが、今後もいろいろな団体と連携して特別展
や企画展の開催、館内の展示替えに努力されたい。

- ３３ -



３－９－３

3

9 担当課（館）

⑤ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑥ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充に努める

秋田三鶏記念館の孵化事業の安定化

活動内容

　入卵数の目標を受け入れ上限である600個に設定し、有精卵の70％を上回る孵化率を目標
として、平成27年３月から６月まで実施する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　入卵数858個、うち有精卵587個、孵化数442羽（75.3％）の実績は、目標を大きく上回る実績
である。今年度は、声良鶏の孵化数が少なかったため、孵化回数を３回から４回に増やして対
応した。この分で声良鶏30羽、金八鶏５羽を増やすことができたが、孵化率は半分程度であっ
た。

課題等

　声良鶏、金八鶏の孵化率低下は大きな問題となっている。飼育者や孵化
技術の問題ではなく、血脈等に関連する根本的な問題と思われる。県の試
験場や研究機関など、広域的な連携で対応する体制が必要になると考え
る。

　貴重な天然記念物が絶えることがないように、今後も関係機関と連携して取り組んでいただ
きたい。

鳥潟会館・庭園の維持管理計画を策定する

活動内容

　県指定文化財である建造物及び庭園を将来に向けて維持するために、そして、国指定文化
財を目指して健全な維持管理を行うために、維持管理計画を策定する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　■目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　この件では、長らく秋田公立美術大学の澤田教授を頼りに進めてきたが、今年度は澤田氏
の健康上の理由（首のヘルニアで手術）で、対応が難しくなり、次年度に繰り延べとした。庭園
については、池田氏庭園の調査を担当してきた専門家を想定していたが、こちらも予定がつか
ず、次年度の対応とした。

課題等

　澤田教授の健康は回復したようなので、早い時期に予定を決めて、今年
度の調査を行いたい。また、庭園の調査については、相手方との調整がつ
いてから、費用を補正対応をしているため、早めの対応が必要となる。

　昨年度の調査ができなかったことは残念であったが、今後も調査を継続して、将来にわたっ
て鳥潟会館・庭園を維持できるような体制づくりに努めていただきたい。
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